
令
和
２
年
10
月

に
弘
前
市
で
第
１
例

目
の
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
が
報
告
さ
れ
て
ク
ラ
ス
タ
ー
と

な
っ
た
。

弘
前
市
医
師
会
で
は
、
制
限
な
く

発
熱
患
者
を
診
る
13
医
療
機
関
、
ま

た
、
か
か
り
つ
け
患
者
だ
け
を
診
る

36
医
療
機
関
が
発
熱
外
来
と
し
て
対

応
し
、
入
院
治
療
は
感
染
対
策
が
で

き
る
病
院
で
行
っ
た
。

令
和
３
年
５
月
か
ら
ワ
ク
チ
ン

　
第
48
回
青
森
県
自
治
体
医
学
会
は
、
こ
こ
数
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
が
、
去
る
８
月

26
日
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ア
ラ
ス
カ
に
お
い
て
実
に
４
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
は
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
』
を
テ
ー
マ
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
次
の
と

お
り
報
告
す
る
。

特
集

▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
概
要

○
司
会
者
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
　
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合

　
　
　
　
つ
が
る
総
合
病
院
長

岩
村
　
秀
輝
　
氏

❶
弘
前
市
医
師
会
に
お
け
る

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
対
策

　沢
田
内
科
医
院
医
師

　
　（弘
前
市
医
師
会
会
長
）

澤
田
　
美
彦 

氏

各圏域での新型コロナウイルス各圏域での新型コロナウイルス
感染症対策の取り組みを共有感染症対策の取り組みを共有
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で
あ
る
。

災
害
対
応
に
準
じ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ａ
を
構
築

し
、
職
員
が
協
力
し
て
部
門
横
断
的
か

つ
長
期
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
事
案
に
対
応

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

※
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ａ
（
メ
デ
ィ
カ
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）

Com
m

and and Control（
指
揮
と
統
制
）

医
療
現
場
責
任
者
（
メ
デ
ィ
カ
ル
コ

マ
ン
ダ
ー
）
の
指
揮
命
令
下
に
お
い
て

医
療
救
護
活
動
を
組
織
的
に
実
行
す
る

こ
と
が
大
切
。
こ
れ
は
活
動
全
体
の
秩

序
だ
っ
た
縦
の
連
携
を
構
築
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
。

ま
た
、
統
制
は
関
係
機
関
の
横
の
連

携
を
意
味
す
る
。

Safety

（
安
全
確
保
）

①
自
分
自
身
（Self

）、
②
現
場

（Scene

）、
③
生
存
者
（Survivor

）

そ
れ
ぞ
れ
の
安
全
が
守
ら
れ
る
必
要
が

あ
る
。

医
療
従
事
者
は
、
自
分
と
現
場
の
安

全
を
確
認
し
て
は
じ
め
て
生
存
者
の
安

全
を
考
慮
で
き
る
と
い
え
る
。

Com
m

unication

（
情
報
収
集
伝
達
）

大
規
模
災
害
の
場
合
、
都
道
府
県
、
市

町
村
、
医
療
機
関
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織

間
の
横
の
情
報
伝
達
が
大
切
に
な
る
。

A
ssessm

ent

（
評
価
）

災
害
現
場
の
評
価
は
、
負
傷
者
の
数

と
傷
病
の
種
類
、
緊
急
度･

重
症
度
を

把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
評
価
を
継
続

的
に
実
施
し
て
、
そ
の
情
報
に
基
づ
い

て
災
害
現
場
で
の
医
療
活
動
が
決
定
さ

れ
る
。

第
６
波
か
ら
第
８

波
の
時
期
に
相
当
す

る
令
和
４
年
２
月
か

ら
令
和
５
年
２
月
ま
で
の
13
か
月
間
に

当
科
（
小
児
科
）
で
経
験
し
た
コ
ロ
ナ

陽
性
者
及
び
感
染
が
強
く
疑
わ
れ
る
患

者
２
４
１
８
人
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

受
診
時
の
症
状
は
、
発
熱
が
83
％
、

咳
嗽
55
％
、
咽
頭
痛
36
％
、
頭
痛
27
％
、

消
化
器
症
状
24
％
、
倦
怠
感
21
％
で
あ

り
、
そ
の
他
の
症
状
と
し
て
は
喘
鳴
、
嗄

声
、
関
節
痛
、
け
い
れ
ん
、
熱
せ
ん
妄

が
少
数
例
で
は
あ
る
が
認
め
ら
れ
た
。

人
工
呼
吸
器
を
必
要
と
す
る
よ
う
な

重
症
例
は
認
め
ら
れ
ず
、
基
礎
疾
患
を

有
し
た
児
１
名
が
中
等
症
Ⅰ
と
な
っ
た

他
は
全
て
軽
症
で
あ
っ
た
。

新
型
感
染
症
セ
ン
タ
ー
の
新
設
に
よ

り
成
人
の
重
症
患
者
の
入
院
病
床
が
確

保
さ
れ
た
が
、
他
に
陰
圧
と
な
る
診
察
室

が
な
く
、
対
面
診
療
は
同
セ
ン
タ
ー
の

病
床
を
利
用
し
て
い
た
た
め
、
感
染
患

者
が
急
増
し
、
病
床
が
逼
迫
し
た
際
に

患
者
診
察
に
難
渋
す
る
場
面
が
あ
っ
た
。

当
院
は
、
県
内
初

の
新
型
コ
ロ
ナ
の
ク

ラ
ス
タ
ー
事
案
に
対

応
し
た
。

令
和
２
年
４
月
８
日
に
高
齢
者
施

設
の
入
所
者
が
陽
性
で
入
院
し
、
10

日
に
は
施
設
職
員
３
名
が
陽
性
と

な
っ
た
。

接
触
者
検
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、

早
急
な
診
療
体
制
の
構
築
が
必
要
で

あ
っ
た
た
め
、
夜
間
に
別
館
の
旧
緩

和
ケ
ア
病
棟
に
新
型
コ
ロ
ナ
病
床
を

13
床
確
保
し
た
。

翌
11
日
、
さ
ら
に
陽
性
患
者
５
名

の
受
け
入
れ
要
請
が
あ
っ
た
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
を
設
置
し
、

災
害
対
応
に
準
じ
て
指
揮
命
令
系

統
・
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
確
立
を
行
い
、
組

織
図
、
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
、
診
療
体
制

な
ど
を
構
築
し
た
。

本
部
活
動
は
、
①
感
染
症
対
策
と

診
療
体
制
構
築
、
②
職
員
に
対
す
る

ケ
ア
を
重
点
項
目
と
し
た
。

４
月
27
日
、
当
該
病
棟
職
員
が
罹

患
し
た
が
、
空
間
的
な
分
離
を
行
っ

た
こ
と
で
、
濃
厚
接
触
者
の
抽
出
や

対
応
検
討
に
有
用
で
あ
っ
た
。

突
発
的
な
事
案
に
対
す
る
指
揮
命

令
系
統
・
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
確
立
は
重
要

接
種
を
開
始
し
、
医
療
機
関
に
お
い

て
は
予
約
の
電
話
対
応
に
係
る
負

担
は
大
き
か
っ
た
が
、
週
に
最
大
で

１
万
９
千
人
の
接
種
を
行
っ
た
。
　

　
ま
た
、
職
場
単
位
で
の
接
種
を
奨

励
し
た
結
果
、
弘
前
市
民
以
外
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
約
２
割
を
占
め
、
周

辺
市
町
村
の
負
担
軽
減
に
寄
与
し
た
。

令
和
４
年
１
月
か
ら
感
染
者
数
が

増
加
し
、
こ
の
１
年
間
で
こ
れ
ま
で

の
累
計
感
染
者
数
の
大
部
分
を
占

め
た
。

７
月
か
ら
は
陽
性
率
が
高
く
な
り
、

感
染
者
情
報
の
ネ
ッ
ト
入
力
と
弘
前

保
健
所
へ
の
届
出
書
類
の
作
成
の
た

め
、
職
員
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
た
。

12
月
末
に
か
け
て
再
び
感
染
者
数

が
増
加
し
た
が
、
感
染
者
自
身
が
抗

原
検
査
結
果
を
保
健
所
に
報
告
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
医
療
機
関

か
ら
保
健
所
へ
の
感
染
者
の
報
告
が

数
値
の
み
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

医
療
機
関
の
負
担
は
減
少
し
、
コ
ロ

ナ
対
応
を
継
続
で
き
た
。

❷
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
対
策

―
災
害
対
応
に
準
じ
た
感

染
症
対
策
本
部
設
置
、
初

動
体
制
の
構
築
が
有
効
で

あ
っ
た
―

　十
和
田
市
立
中
央
病
院

　
　
　
　
　
　
　診
療
部
長

藪
内
　
伸
一 

氏

❸
当
科
で
の

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
経
験

　一
部
事
務
組
合

　下
北
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　む
つ
総
合
病
院
副
院
長

中
畑
　
徹 

氏

特
集
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当
地
域
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
患
者
の

多
く
は
当
院
に
入
院

し
た
が
、
レ
ス
ピ
レ
ー
タ
ー
管
理
が
困
難

で
あ
っ
た
た
め
、
呼
吸
状
態
悪
化
時
は
弘

前
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、
弘
前
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
、
青
森
県
立
中
央
病
院
に
転

院
加
療
を
依
頼
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
病
床
が
満
床
の

場
合
に
は
、
弘
前
市
の
健
生
病
院
や
藤

代
健
生
病
院
、
鳴
海
病
院
で
の
入
院
加

療
を
お
願
い
し
た
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
流
行
し
た
際
に
は

患
者
数
は
さ
ら
に
増
加
し
、
コ
ロ
ナ
患

者
の
外
来
加
療
も
当
院
だ
け
で
は
対
応

困
難
と
な
っ
た
。

ま
た
、
院
内
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
、

ス
タ
ッ
フ
の
感
染
も
増
加
し
た
た
め
、
予

定
入
院
を
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
な
り
、
診
療
遅
延
が
発
生
し
た
。

当
地
域
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
患
者

も
そ
れ
以
外
の
患
者
も
当
院
に
集
中
す
る
。

今
後
は
多
く
の
医
療
機
関
で
新
型
コ

ロ
ナ
診
療
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
対
応
を
分
散
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

そ
れ
以
外
の
疾
患
の
診
療
遅
延
も
軽
減

で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

※
レ
ス
ピ
レ
ー
タ
ー
管
理

人
工
呼
吸
の
目
的
で
あ
る
、
適
切
な

換
気
量
の
維
持
、
酸
素
化
の
改
善
、 

呼

吸
仕
事
量
の
軽
減
を
実
現
す
る
た
め
に

合
併
症
の
予
防
と
安
全
管
理
を
十
分
に

行
い
な
が
ら
人
工
呼
吸
管
理
を
実
施
す

る
こ
と
。

当
院
で
は
、
３
年

間
に
わ
た
り
院
内
外
で

様
々
な
新
型
コ
ロ
ナ
対

応
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

流
行
の
波
ご
と
に
病
状
や
地
域
の
状
況
を

判
断
し
、
患
者
対
応
を
行
っ
た
。

第
５
波
の
際
に
は
地
域
で
患
者
が
急
増

し
、
初
め
て
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
。

第
７
波
に
お
い
て
は
地
域
で
患
者
が

蔓
延
し
院
内
感
染
、
さ
ら
に
ク
ラ
ス
タ
ー

の
発
生
に
よ
り
通
常
診
療
、
救
急
医
療

が
逼
迫
す
る
事
態
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
診
療
と
救
急
医
療
を
両
立

さ
せ
る
こ
と
が
当
院
の
使
命
で
あ
る
と

自
認
し
、
救
急
医
療
を
死
守
す
る
た
め

に
奔
走
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類
移
行
後
は
、
大

き
な
混
乱
は
な
く
、
日
常
業
務
の
一
環
と

し
て
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
て
い
る
が
、
地
域

で
の
受
け
入
れ
は
５
類
移
行
前
と
あ
ま

り
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

令
和
２
年
４
月
の

第
１
例
目
以
降
、
患

者
が
散
発
的
に
入
院

し
た
が
、
感
染
拡
大
後
は
中
等
症
以
上

に
加
え
、
介
護
度
の
高
い
軽
症
患
者
が

増
加
し
、
受
け
入
れ
困
難
が
生
じ
た
。

令
和
４
年
春
の
デ
ル
タ
株
流
行
期
に

は
病
棟
ク
ラ
ス
タ
ー
が
散
発
し
、
同
年

11
月
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
流
行
期
に
は
複

数
の
病
棟
に
お
い
て
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
た
た
め
、
病
院
と
し
て
診
療
を
一

部
制
限
し
た
。

院
内
感
染
対
策
と
し
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
本
部
を
設
置

し
、
早
期
よ
り
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
対

応
策
を
事
前
に
協
議
の
う
え
、
状
況
に

応
じ
改
訂
を
重
ね
た
。

平
成
30
年
の
Ｖ
Ｒ
Ｅ
感
染
症
対
策
と

し
て
環
境
清
掃
の
標
準
化
、
標
準
予
防

策
が
向
上
し
て
い
る
中
で
新
型
コ
ロ
ナ

流
行
期
を
迎
え
、
飛
沫
感
染
予
防
策
を

追
加
し
対
応
し
た
。

ま
た
、
当
院
で
は
県
保
健
医
療
調
整

本
部
及
び
市
保
健
所
か
ら
の
行
政
検
査

を
受
託
し
た
。

今
後
も
新
興
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
発
生
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
回

の
経
験
や
対
応
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、

課
題
に
対
す
る
訓
練
を
日
頃
か
ら
行
う

必
要
が
あ
る
。

▼
全
体
討
議

各
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
発
表
後
、
フ
ロ

ア
も
交
え
て
全
体
討
議
を
行
っ
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
は
「
５
類
移
行
後
の
対
応

の
変
化
」
や
「
ス
タ
ッ
フ
へ
の
感
染
症
対
策

の
指
導
」
な
ど
に
関
す
る
質
問
が
出
さ
れ
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
各
病
院
で
の

対
策
が
情
報
共
有
さ
れ
た
。

最
後
に
、
当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
司
会

者
で
あ
る
岩
村
つ
が
る
総
合
病
院
長
か

ら
「
病
院
の
規
模
に
よ
っ
て
感
染
対
策

は
変
わ
る
た
め
、
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
内
容
を
参
考
に
今
後
に
活
か
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
総
括
さ
れ
、
盛
会

の
う
ち
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
了
し

た
。

❹
当
院
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

　
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

　
対
応

　つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合

　つ
が
る
総
合
病
院
医
療
部
長

阿
部
　
直
樹 

氏

❺
八
戸
地
域
に
お
け
る
新
型

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
へ
の
対
応

　八
戸
市
立
市
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